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○議事日程表（第１号）　

　　　　　　令和６年２月２９日（木曜日）午前１０時開議　

　　　第　１　会議録署名議員の指名

　　　第　２　会期の決定

　　　第　３　議第　１号　令和５年度別府市一般会計補正予算（第１２号）  

　　　　　　　議第  ２号  令和５年度別府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

　　　　　　　議第　３号　令和５年度別府市競輪事業特別会計補正予算（第４号）

　　　　　　　議第　４号　令和５年度別府市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

　　　　　　　議第　５号　令和５年度別府市水道事業会計補正予算（第１号）  

　　　　　　　議第　６号　令和５年度別府市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

　　　　　　　議第　７号　令和６年度別府市一般会計予算    

　　　　　　　議第　８号　令和６年度別府市国民健康保険事業特別会計予算  

　　　　　　　議第　９号　令和６年度別府市公共用地先行取得事業特別会計予算 

　　　　　　　議第１０号　令和６年度別府市地方卸売市場事業特別会計予算  

　　　　　　　議第１１号　令和６年度別府市介護保険事業特別会計予算  

　　　　　　　議第１２号　令和６年度別府市後期高齢者医療特別会計予算  

　　　　　　　議第１３号　令和６年度別府市水道事業会計予算    

　　　　　　　議第１４号　令和６年度別府市公共下水道事業会計予算   

　　　　　　　議第１５号　令和６年度別府市競輪事業会計予算    

　　　　　　　議第１６号　別府市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に　つ

　　　　　　　　　　　　　いて

　　　　　　　議第１７号　市長専決処分条例の一部改正について   

　　　　　　　議第１８号　別府市監査委員に関する条例の一部改正について  

　　　　　　　議第１９号　別府市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の

　　　　　　　　　　　　　一部改正について

　　　　　　　議第２０号　別府市新型コロナウイルス感染症対策おもいやり基金条例の廃

　　　　　　　　　　　　　止について

　　　　　　　議第２１号　別府市手数料条例の一部改正について

　　　　　　　議第２２号　別府市奨学金に関する条例の一部改正について

　　　　　　　議第２３号　別府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

　　　　　　　　　　　　　する基準を定める条例の一部改正について

　　　　　　　議第２４号　別府市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例及び別府市営

　　　　　　　　　　　　　住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について

　　　　　　　議第２５号　別府市長寿祝金条例の一部改正について

　　　　　　　議第２６号　別府市介護保険条例の一部改正について

　　　　　　　議第２７号　別府市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並び

　　　　　　　　　　　　　に人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改

　　　　　　　　　　　　　正について     　　　   
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　　　　　　　議第２８号　別府市道路占用料徴収条例等の一部改正について

　　　　　　　議第２９号　別府市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部改

　　　　　　　　　　　　　正について

　　　　　　　議第３０号　別府市営店舗の設置及び管理に関する条例の一部改正につて 

　　　　　　　議第３１号  別府市空家等対策条例の一部改正について

　　　　　　　議第３２号　別府市下水道条例の一部改正について

　　　　　　　議第３３号  訴えの提起について

　　　　　　　議第３４号  訴えの提起について

　　　　　　　議第３５号  指定管理者の指定期間の延長について

　　　　　　　議第３６号  指定管理者の指定期間の延長について

　　　　　　　議第３７号  市有地の貸付けについて

　　　　　　　議第３８号　市有地の貸付けについて

　　　　　　　議第３９号  市有地の貸付けについて

　　　　　　　議第４０号  市有地の貸付けについて

　　　　　　　議第４１号  市有地の貸付けについて

　　　　　　　議第４２号  市有地の貸付けについて     

　　　　　　　議第４３号  公の施設を他の普通地方公共団体の住民の利用に供することに

　　　　　　　　　　　　　関する協議について

　　　　　　　議第４４号  他の普通地方公共団体の公の施設を本市の住民の利用に供させ

　　　　　　　　　　　　　ることに関する協議について

　　　　　　　議第４５号  字の区域及びその名称の変更について

　　　　　　　議第４６号　市道路線の認定及び廃止について

　　　　　　　議第４７号　市長専決処分について     

　　　　　　　議第４８号　市長専決処分について     

　　　　　　　議第４９号　市長専決処分について     

　　　　　　　以上４９件の上程、提案理由説明     

　　　    

○本日の会議に付した事件　

　　　日程第１～日程第３（議事日程に同じ）　
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　　　　　　午前 10 時 00 分　開会

○議長（加藤信康）　令和６年第１回別府市議会定例会は成立いたしました。

　　地方自治法第 121 条の規定により、説明のため市長ほか関係者の出席を求めましたので、

　御了承願います。

　　開議に先立ち、去る１月１日に発生した能登半島地震により被災された多くの皆様方に

　対し、心からのお見舞いを申し上げますとともに、お亡くなりになられた方々の御冥福を

　お祈りするため、黙祷をささげたいと思います。

　　議場内の皆様は、御起立を願います。

　　黙祷。

　　　　　　〔黙　　祷〕

○議長（加藤信康）　黙祷を終わります。御着席ください。

　　次に、報告事項がございます。

　　去る１月 31 日に開催されました「全国市議会議長会基地協議会第 87 回総会」の会議の

　概要については、報告書を配付しておりますので、これにより御了承願います。

　　これより会議を開きます。

　　本日の議事は、お手元に配付しております議事日程第１号により行います。

　　日程第１により、会議録署名議員の指名を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第 88 条の規定により、議長において指名いたします。

　　会議録署名議員に、４番・森裕二議員、10 番・阿部真一議員、20 番・市原隆生議員、

　以上３名の方々にお願いいたします。

　　次に、日程第２により、会期の決定を議題といたします。

　　今期定例会の会期は、本日から３月 25 日までの 26 日間といたしたいと思いますが、御

　異議ありませんか。

　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（加藤信康）　御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から３月

　25 日までの 26 日間と決定いたしました。

　　次に、日程第３により、議第１号令和５年度別府市一般会計補正予算（第 12 号）から

　議第 49 号市長専決処分についてまで、以上 49 件を一括上程議題といたします。

　　提案理由の説明を求めます。

　　　　（市長・長野恭紘登壇）

○市長（長野恭紘）　令和６年第１回市議会定例会の開会に当たり、市政諸般の報告と提案

　理由の説明に先立ちまして、去る１月１日に発生した能登半島地震により、犠牲となられ

　た方々に対し、深く哀悼の意を表するとともに、被災された多くの皆様に心よりお見舞い

　を申し上げます。

　　別府市としても、被災された方々の支援のため、１月４日から本庁舎等 12 か所に義援

　金箱を設置、１月６日には支援物資を載せたトラックが石川県へ出発し、１月８日に到着

　しました。また、被災地へのふるさと納税の代理受納や、被災者のための市営住宅の無償

　提供の準備、被災地からの要請に基づく職員派遣、２月７日からは移動型温泉施設「幻想

　の湯」による入浴支援を実施しています。

　　引き続き、一日も早い被災地の復興に向け、関係機関と連携しながら継続して支援を行っ

　てまいります。

　　昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、ようやくにぎわいが戻りました。

　今年はコロナからの完全復活元年として、コロナ禍から準備をしてきた高付加価値化への

　取組を加速し、輝く未来に向け、市民の皆様が心から幸せを実感できるまちづくりを目指

　し、より一層邁進してまいります。
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　　春の訪れを感じさせる「うれしいお知らせ」が届きました。まず、春の選抜高校野球大

　会に３年ぶりに明豊高校が出場することが決まりました。そして、市制 100 周年記念事業

　として、将棋の第 82 期名人戦第４局が５月に別府市で開催されることが決定いたしまし

　た。史上初の八大タイトル制覇を達成した藤井聡太名人が初防衛に臨む、日本中が注目す

　る対局が別府市で開催されます。市民の皆様や子どもたちにも将棋を身近に感じてもらい、

　また全国の将棋ファンの皆様に別府を訪れていただき、観光地別府としてのブランド力向

　上につながるよう、関係者の皆様と連携し、しっかりと準備を進めてまいります。

　　続きまして、市政諸般の報告を申し上げます。

　　１月には、「二十歳のつどい」や消防出初式が挙行されました。また、１月 22 日には、

　別府市新図書館ほか新築工事の起工式が執り行われ、工事に着手しました。子どもたちが

　誇りに思い、訪れる皆様に満足していただける施設を目指し、安全第一に整備を進めてま

　いります。

　　２月には、「別大毎日マラソン」や「ＯＮＥ　ＢＥＰＰＵ　ＤＲＥＡＭ　ＡＷＡＲＤ　

　２０２３」が開催され、盛り上がりを見せました。

　　物価高騰対策では、別府市独自の支援策として、子育て世帯に対し 18 歳以下の子ども

　１人につき２万円を支給する事業や、事業者支援として燃料価格高騰対策事業を進めてい

　ますが、国の経済対策に「低所得者支援及び定額減税を補足する給付」が追加されたこと

　に伴い、追加の支援策として、住民税均等割のみ課税世帯と低所得の子育て世帯に対し特

　別給付金を支給します。

　　防災対策では、市内で３か所目となる防災備蓄倉庫が内竈多目的広場に完成いたしまし

　た。令和４年度に完成した鉄輪地獄地帯公園内及び男女共同参画センター体育館の防災備

　蓄倉庫や、市内の避難所等に備蓄品を分散配置することで様々な災害のリスクに備えます。

　今後も引き続き、防災対策を推進してまいります。

　　次に、姉妹都市であるニュージーランドロトルア市への公式訪問についてです。

　　新たに就任されたロトルア市長とグローバル人材の育成や文化交流、教育交流などにつ

　いて有意義な協議を行いました。これまで築き上げてきた信頼関係を基に、今後とも、双

　方にとっての新たな価値の創造を目指してまいります。

　　新湯治・ウェルネスについては、２月７日に最終回となる「新湯治・ウェルネスツーリ

　ズム推進会議」を開催しました。また、昨年 12 月から今年の１月にかけて、アンケート

　と身体計測により温泉効果を見える化する「市民一斉大計測会」を実施しました。得られ

　たデータを基に、一人一人に合った魅力ある観光コンテンツの造成を目指すとともに、引

　き続き、様々な温泉効果の科学的根拠を収集・蓄積し、解析を進めることにより、他の温

　泉地との差別化を図り、「新湯治・ウェルネスと言えば別府」というブランドの確立に向

　けて取り組んでまいります。

　　続きまして、令和６年度市政運営の基本方針を申し上げます。

　　令和６年度は、第２期別府市総合戦略の最終年度であり、これまでの実績や成果を検証

　するとともに、これからの別府市の方向性を定めていく重要な年となるため、未来に向け

　てしっかりと種をまき、必要な施策に取り組んでまいります。

　　初めに、市民生活や福祉に関する取組についてです。

　　市民との協働により、ひとまもり・まちまもり協議会を中心に地域主体のまちづくりが

　進んでいます。地域ビジョンの策定や事業支援員を配置することにより、地域の資源を守

　り、磨き、継承する、未来に向けた取組の強化を進めてまいります。

　　また、市民生活の安全・安心のため、市内の通学路や公園、公共施設等に見守りカメラ

　を設置します。

　　公共交通施策では、既存事業者と共存共栄を図りながら、自治体ライドシェアの導入に
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　取り組むなど、安定的な移動手段の確保に取り組んでまいります。

　　障害福祉施策では、障がいの有無や年齢を問わず誰もが楽しめる「ゆるスポーツ」等の

　新規事業を実施し、既存事業と併せて、相互理解と合理的配慮の取組を着実に実行してい

　くとともに、障がいのある人の社会参加や地域のつながりの再構築を図り、共生社会の実

　現を目指します。

　　高齢者福祉に関しては、令和６年度から「別府市第９期高齢者福祉計画・第９期介護保

　険事業計画」が始まります。本計画の基本理念である「高齢者が健康で安心して暮らせる

　地域づくり」の下、令和８年度までの３年間、この計画に沿って事業を進めてまいります。

　　次に、こどもまんなか社会の実現に向けた取組についてです。

　　全ての子どもの健やかな成長を支援することを目的とした「別府市子ども見守りシステ

　ム」の本格運用を令和６年度から開始します。また、令和６年４月から子ども医療費の助

　成対象をこれまでの 15 歳から 18 歳までに拡大します。

　　さらに、改正児童福祉法が令和６年４月１日から施行されることに伴い、こども家庭セ

　ンターを中心に、全ての妊産婦、子育て世帯、子どもに対する包括的な支援のための体制

　を強化するとともに、支援策の充実を図ります。

　　次に、教育関係の取組についてです。

　　学校給食については、令和４年 10 月から実施している給食費保護者負担軽減補助制度

　による給食費補助及び物価高騰分を市が負担することにより、小中学校等における学校給

　食費の支援を行い、引き続き、学校給食の質や栄養バランスの維持を図ります。

　　昨年、全国に先駆けて導入した「たびスタ休暇」では、令和６年１月末時点で延べ 702

　人の児童生徒が利用しました。今後も「たびスタ休暇」を継続し、「旅育」を通じて子ど

　もたちの心や人間性の成長を促すとともに、平日や閑散期への観光需要のシフトによる地

　域経済の活性化を目指します。

　　また、市政 100 周年記念事業として令和６年度に別府市誌を発行します。郷土の歴史や

　温泉文化に関する知見等を分かりやすくまとめ、教育現場など様々な場面で活用すること

　で次の世代に別府の誇りを継承し、別府の魅力を国内外へ発信することを目指します。

　　次に、観光・経済に関する取組についてです。

　　令和６年４月から６月にかけて国内最大規模の観光キャンペーン「福岡・大分デスティ

　ネーションキャンペーン」が開催されます。

　　また、広域観光推進として、魅力あるコンテンツを有する自治体とタッグを組み、強み

　を生かした企画や周遊観光ＰＲ等を展開し、国内外からの誘客を図ります。

　　別府ツーリズムバレー構想の実現に向けた起業・創業の推進等を軸とした事業や、昨年

　オープンした別府市創造交流発信拠点「ＴＲＡＮＳＩＴ」での芸術文化に関する情報発信

　やアーティストの移住・定住促進も引き続き推進してまいります。

　　温泉マネジメントシステムの構築に向けては、中長期的な将来像を描く「温泉マネジメ

　ント計画」を今年度中に策定し、温泉の恒常的な安定供給と温泉地としての魅力を次世代

　まで残していく仕組みづくりを目指します。

　　競輪事業については、事業の収益を安定かつ継続的に市の財政に繰り出し、市民福祉の

　向上、教育文化の発展などに貢献するため、競輪事業に地方公営企業法を適用し、令和６

　年４月１日から公営企業化を行います。

　　令和６年度は、市制 100 周年記念事業として、地域の資源を未来へつなげるための環境

　整備や別府版ウェルネス人材育成プログラムの構築など、次の 100 年へ向けた施策を全庁

　体制で取り組んでまいります。

　　いよいよ市制施行 100 周年という歴史的な節目の年を迎え、３月末には「100 周年祝い

　春茶会」４月７日には「市制 100 周年記念式典」を挙行し、来年３月まで１年かけて記念
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　行事を行います。まだ見ぬ未来の別府への思い、そこが起点となり、心豊かで新しい別府

　が始まります。先人に感謝し、市民総参加で別府市の 100 周年を祝い、次の 100 年に向け

　てさらなる発展を目指してまいります。

　　続きまして、ただいま上程されました各議案の主なものについて、その概要を御説明い

　たします。

　　予算関係議案から御説明申し上げます。

　　初めに、補正予算です。

　　一般会計の補正額は、４億 6,500 万円の減額で、補正後の予算額は 665 億 1,750 万円と

　なります。今回の補正予算では、国庫支出金の追加による地方道路整備事業など、国の補

　正予算（第１号）に伴うものを計上したほか、決算見込みによる歳入歳出予算の計数整理

　等を行っています。

　　特別会計では、国民健康保険事業及び介護保険事業の各会計で決算見込みによる歳入歳

　出予算の計数整理等を行い、競輪事業では、車券売上金が見込みを上回ったことに伴う関

　係予算を計上しています。補正額は、16 億 9,380 万円の増額で、補正後の予算額は 686

　億 9,733 万 6,000 円となります。

　　水道事業会計及び公共下水道事業会計では、収益的収支及び資本的収支ともに、決算見

　込みによる計数整理を行っています。

　　続いて、当初予算です。

　　一般会計の予算額は、前年度の６月補正後予算額と比較して 1.5％の減となる 614 億

　5,000 万円となっています。

　　令和６年度当初予算は、市制 100 周年予算特別枠を設け、100 周年の節目としてふさわ

　しく、このまちの大切な価値を見詰め直し、守り、磨きをかけ、輝きにあふれた別府を

　100 年先の未来へ渡すために、市民総参加で取り組む記念事業をはじめ、新湯治・ウェル

　ネスの推進については、次の 100 年に向けて、産業化を目指すため、引き続き、温泉効能

　の見える化及び長期滞在につながる観光コンテンツの造成に取り組むとともに、新たに、

　人材育成方法の構築やブランド化に向けた情報発信に取り組みます。

　　また、こどもまんなか社会の実現に向けて、児童手当の拡充や、保護者が安心して子育

　てと仕事等を両立できるよう、旧青山幼稚園跡地に放課後児童クラブを整備するなど、子

　どもや子育て世帯の視点に立った取組を推進します。

　　さらには、安全・安心なまちづくりとして、急増する救急需要に対応するため、令和７

　年度の救急隊増隊に向け、高規格救急車を購入するなど、防災・防犯・救急体制の強化に

　努めるとともに、観光振興・経済対策では、来年開催される大阪・関西万博を見据えて、

　他自治体と連携して実施するプロモーション事業、タイや台湾をターゲットにしたインバ

　ウンド誘客事業等を実施することで、稼ぐ別府、儲かる別府の取組を推進するなど、市民

　一人一人が幸せを実感できる予算を編成しました。

　　それでは、総合戦略の体系に沿って御説明いたします。

　　初めに、「しごとの創生」に関する取組です。

　　別府ツーリズムバレーについては、「ＯＮＥ　ＢＥＰＰＵ　ＤＲＥＡＭ　ＡＷＡＲＤ」

　ファイナリスト等の事業実現を支援する「Ｂ－ＳＴＡＲＴＵＰ」事業やワーケーション推

　進事業に取り組むとともに、市内事業者及び企業の競争力強化のため、新たに「知的財産

　権取得促進事業補助金」を創設するなど、本市における産業のさらなる発展を目指します。

　　移住、定住及び交流人口拡大の促進では、喫緊の課題である人材不足解消のため、特定

　の地域からバス・タクシー運転手、介護職等として、本市の事業所に就職した移住者を支

　援するとともに、移住する就職氷河期世代の雇用を推進するための取組について支援しま

　す。
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　　次に「ひとの創生」に関する取組です。

　　子どもとその家庭への支援として、新年度から本格運用する「子ども見守りシステム」

　で一元管理している教育、福祉及び母子保健の子どもに関する情報を分析することにより、

　潜在的に支援が必要な子どもを早期に発見し、子どもや家庭への適切な支援につなげる仕

　組みを確立します。

　　特別保育事業では、子どもの病気で看護・保育が困難な子育て世帯を支援するため、病

　児保育施設の定員を拡充し、安心して子育てができる環境整備を図ります。

　　また、グローバル人材の育成として、全小中学生を対象とした「大学キャンパス体験学

　習事業」等を実施することにより、留学生との交流を通して、国際理解教育の推進を図り

　ます。

　　最後に、「まちの創生」に関する取組です。

　　新図書館整備については、令和８年３月の開館に向けて本体工事を行うとともに、スマー

　トフォン等を利用した予約や蔵書検索などが可能となるウェブサイトシステムを導入し、

　図書館ＤＸの推進に取り組みます。

　　交通空白地域対策では、ドライバー不足の解消や需要に合わせた弾力性の高い移動手段

　の供給など、公共交通の課題解決が進展しない状況の中、市民や観光客の移動手段を確保

　するため、ライドシェアの導入を実施します。

　　また、体育施設の利便性向上については、誰もが安全・安心・快適に利用できるよう、

　実相寺サッカー競技場に夜間照明を新設するなど、市営体育施設７か所の改修を実施しま

　す。

　　次に、特別会計です。

　　特別会計の予算総額は、296 億 9,400 万円で、前年度当初予算比で 52％の減額となって

　います。

　　令和６年度から競輪事業に地方公営企業法を適用し、公営企業会計へ移行します。今後

　も引き続き収益の確保に努め、安定かつ継続的に市財政に貢献するとともに、市民福祉の

　向上、教育文化の発展に寄与してまいります。

　　最後に、水道事業会計及び公共下水道事業会計です。

　　水道及び公共下水道サービスを将来にわたって持続的、安定的に提供していくため、建

　設改良事業などの経費を計上しています。

　　次に、予算外の議案について、御説明いたします。

　　予算外の議案については、条例関係 17 件、その他 17 件の計 34 件を提出しています。

　　議第 16 号別府市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正については、年次有

　給休暇を年度ごとに付与する休暇に改めることに伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 17 号市長専決処分条例の一部改正について及び議第 18 号別府市監査委員に関する

　条例の一部改正については、地方自治法の一部改正による引用する条項の移動に伴い、条

　例を改正しようとするものです。

　　議第 19 号別府市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部改正につ

　いては、会計年度任用職員に勤勉手当を支給することに伴い、条例を改正しようとするも

　のです。

　　議第 20 号別府市新型コロナウイルス感染症対策おもいやり基金条例の廃止については、

　新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類感染症に変更されたことに伴い、条例を廃止

　しようとするものです。

　　議第 21 号別府市手数料条例の一部改正については、地方公共団体の手数料の標準に関

　する政令の一部改正による手数料の額の改定等に伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 22 号別府市奨学金に関する条例の一部改正については、大学卒業後に別府市内で
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　就労している者を奨学金の返還免除の対象者とすることに伴い、条例を改正しようとする

　ものです。

　　議第 23 号別府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

　める条例の一部改正については、子ども・子育て支援法の規定に基づき条例を定めるに当

　たり従うべき基準等を定める内閣府令の一部が改正されたことに伴い、条例を改正しよう

　とするものです。

　　議第 24 号別府市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例及び別府市営住宅の設置及

　び管理に関する条例の一部改正については、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等

　に関する法律の一部が改正され、条例が引用する条項が改められたことに伴い、条例を改

　正しようとするものです。

　　議第 25 号別府市長寿祝金条例の一部改正については、長寿祝金の支給要件及び支給額

　を改めることに伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 26 号別府市介護保険条例の一部改正については、令和６年度から令和８年度まで

　の保険料率を定めることに伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 27 号別府市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、設備

　及び運営に関する基準等を定める条例等の一部改正については、介護保険法の規定に基づ

　き、条例を定めるに当たって従うべき基準等を定める省令の一部改正に伴い、条例を改正

　しようとするものです。

　　議第 28 号別府市道路占用料徴収条例等の一部改正については、道路法施行令の一部が

　改正されたことを踏まえ占用料の額を見直すことに伴い、条例を改正しようとするもので

　す。

　　議第 29 号別府市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部改正については、

　漁港漁場整備法の一部が改正され、題名が改められたことに伴い、条例を改正しようとす

　るものです。

　　議第 30 号別府市営店舗の設置及び管理に関する条例の一部改正については、市営松原

　店舗の一部を用途廃止し、消防の用に供することに伴い、条例を改正しようとするもので

　す。

　　議第 31 号別府市空家等対策条例の一部改正については、空家等対策の推進に関する特

　別措置法の一部改正により管理不全空家等に関する規定が定められたこと等に伴い、条例

　を改正しようとするものです。

　　議第 32 号別府市下水道条例の一部改正については、下水道法施行令の一部が改正され、

　六価クロム化合物に係る排水基準が強化されたこと等に伴い、条例を改正しようとするも

　のです。

　　議第 33 号及び議第 34 号訴えの提起については、退職手当の返納を請求する訴え等を提

　訴することに伴い、議会の議決を求めるものです。

　　議第 35 号及び議第 36 号指定管理者の指定期間の延長については、柴石温泉等の管理を

　行わせる指定管理者の指定の期間を延長することに伴い、議会の議決を求めるものです。

　　議第 37 号から議第 42 号までの市有地の貸付けについては、市有地を民間保育施設用地

　として無償で貸し付けることについて、地方自治法第 96 条第１項第６号の規定により議

　会の議決を求めるものです。

　　議第 43 号公の施設を他の普通地方公共団体の住民の利用に供することに関する協議に

　ついて及び議第 44 号他の普通地方公共団体の公の施設を本市の住民の利用に供させるこ

　とに関する協議については、地方自治法第 244 条の３第２項の規定により、協議により別

　府市男女共同参画センターを大分市ほか５市１町の住民の利用に供すること及び、大分市

　の公の施設を本市の住民の利用に供させることについて、同条第３項の規定により議会の
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　議決を求めるものです。

　　議第 45 号字の区域及びその名称の変更については、朝見１丁目等の字の区域及びその

　名称を変更することについて、地方自治法第 260 条第１項の規定により議会の議決を求め

　るものです。

　　議第 46 号市道路線の認定及び廃止については、道路法の規定により、市道の認定及び

　廃止について議会の議決を求めるものです。

　　議第 47 号、議第 48 号及び議第 49 号は、市長専決処分についてです。

　　地方自治法第 179 条第１項の規定に基づき、市長において専決処分しましたので、同条

　第３項の規定により議会に報告し、その承認を求めるものです。

　　議第 47 号は、物価高騰の負担感が大きい低所得世帯の負担軽減を図るため、特別給付

　金を支給することに伴い、令和５年度別府市一般会計補正予算（第 10 号）について専決

　処分したものです。

　　議第 48 号は、地方公共団体の手数料の標準に関する政令に戸籍電子証明書提供用識別

　符号及び除籍電子証明書提供用識別符号の発行に係る手数料を徴収する事務及び金額を定

　める改正等が令和６年３月１日から施行されることに伴い、別府市手数料条例の一部改正

　を専決処分したものです。

　　議第 49 号は、第 82 期名人戦第４局の別府市での開催が決定し、対局のほか記念企画等

　を市制 100 周年を記念する事業として実施することに伴い、令和５年度別府市一般会計補

　正予算（第 11 号）について専決処分したものです。

　　以上で各議案の説明を終わります。

　　何とぞ慎重審議の上、よろしくお願い申し上げます。

○議長（加藤信康）　以上で各議案に対する提案理由の説明は終わりました。

　　お諮りいたします。

　　上程中の全議案については、会期日程のとおり考案に付したいと思いますが、御異議あ

　りませんか。

　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（加藤信康）　御異議なしと認めます。よって、上程中の全議案については、会期日

　程のとおり考案に付すことに決定いたしました。

　　以上で本日の議事は終了いたしました。

　　明日３月１日から４日までの４日間は、考案及び休日のため、本会議を休会とし、次の

　本会議は５日定刻から開会いたします。

　　本日は、これをもって散会いたします。

　　　　　　午前 10 時 29 分　散会
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